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ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
た
ち
に
希
望
届
け
た
い

答
え
て
く
れ
る
な
ど
、
国
際
色
豊
か
な
講
演
と

な
っ
た
。

講
演
後
、
講
師
を
取
り
囲
ん
で
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
懇
親
会
が
開
か
れ
、
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
た
。
戦
争
を
す
る
為
政
者
と
犠
牲
と
な
る
市

民
、
降
伏
し
て
市
民
の
命
を
守
る
選
択
は
な
い

の
か
な
ど
、
深
い
議
論
が
あ
っ
た
。
ウ
カ
シ
ュ

さ
ん
は
、
「
残
念
な
が
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
今
の

と
こ
ろ
負
け
て
い
る
。
し
か
し
本
当
の
勝
利
と

は
何
で
す
か
」
と
、
私
た
ち
に
問
い
か
け
た
。

様
々
な
意
見
が
あ
っ
た
が
、
来
場
し
て
い
た
ウ

ク
ラ
イ
ナ
人
の
パ
ブ
リ
ー
・
ボ
グ
ダ
ン
さ
ん

（
富
山
国
際
大
学
准
教
授
、
詩
人
）
は
独
立
し

た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
守
る
こ
と
こ
そ
が
勝
利
で
あ

る
。
武
器
を
含
め
た
物
資
の
援
助
は
欠
か
せ
な

い
と
訴
え
た
。
講
演
会
で
は
、
ウ
カ
シ
ュ
さ
ん
、

丸
山
さ
ん
た
ち
の
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
供
た
ち

芦西
屋宮

市
民
公
開
講
演
会

西
宮･

芦
屋
支
部
は
２
月
21
日
（
土
）
、
協
会

会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
併
用
で
市
民
公
開
講
演

会
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
状
と
今
後
の
展
望
」
を
開

催
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
人
道
支
援
活
動
に
取

り
組
む
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
丸
山
美
和
さ
ん
と
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
政
治
家
で
経
営
者
で
も
あ
る
ウ
カ

シ
ュ
・
ヴ
ァ
ン
ト
ゥ
フ
さ
ん
の
お
２
人
が
講
師
を

務
め
、
会
員
・
市
民
ら
78
人
が
参
加
し
た
。

司
会
を
務
め
た
西
宮
市
・
半
田
医
院
の
半
田
伸

夫
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

天
皇
誕
生
日
を
迎
え
る
２
月
終
わ
り
の
３
連
休

の
土
曜
日
、
上
記
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今
ま

で
に
２
回
、
協
会
で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
ヤ
ギ
ェ
ウ
ォ

大
学
で
教
鞭
を
執
り
な
が
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援

を
続
け
て
い
る
丸
山
美
和
さ
ん
の
講
演
会
を
開
い

て
き
た
。
今
回
は
、
彼
女
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
の

仲
間
で
あ
る
ウ
カ
シ
ュ
・
ヴ
ァ
ン
ト
ゥ
フ
さ
ん
を

招
い
て
の
講
演
会
で
あ
る
。
会
場
50
人
、
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
28
人
と
多
数
の
方
が
参
加
さ
れ
た
。
中
に
は
ア

メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン
で
視
聴
し
、
質
問
を
し
た
方

も
い
た
か
ら
、
世
界
的
な
講
演
会
と
な
っ
た
。
こ

れ
は
会
を
企
画
し
た
丸
山
さ
ん
、
広
川
恵
一
顧
問
、

事
務
局
の
努
力
に
他
な
ら
な
い
。
ウ
カ
シ
ュ
さ
ん

は
ク
ラ
ク
フ
市
の
前
市
会
議
員
で
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
社
長
で
、
名
刺
に
は
発
明
家
と
書
か
れ
て

い
た
。
極
め
て
精
力
的
で
、
や
さ
し
く
、
人
類
愛

に
み
ち
あ
ふ
れ
た
方
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
お
菓
子

を
み
ん
な
に
配
り
、
会
場
の
雰
囲
気
を
和
ら
げ
な

が
ら
、
絶
望
的
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
状
を
伝
え
て

く
れ
た
。

講
演
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で
、
丸
山
さ
ん
が
通
訳

し
、
オ
レ
ゴ
ン
か
ら
の
英
語
の
質
問
に
は
英
語
で

報
告

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
状
と
今
後
の
展
望
（
感
想
文
）
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西
宮
・
芦
屋
支
部
は
２
月
27
日
（
金
）
に

西
宮
医
療
会
館
会
議
室
で
世
話
人
会
を
開
催
。

５
人
が
参
加
し
た
。

【
Ⅰ
．
最
近
の
診
療
経
験
の
交
流
】

・
２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て

・
薬
剤
供
給
不
足
問
題
に
つ
い
て

【
Ⅱ
．
予
定
・
企
画
】

①
「
日
本
の
青
空
」
映
画
上
映
会
（
２
・
28
）

②

被
災
地
交
流
／
物
品
・
物
産
展
（
３
・
14
）

③

２
０
２
６
年
診
療
報
酬
改
定
研
究
会

（
４
・
９
）

④

第
46
回
支
部
総
会
・
記
念
講
演
（
７
・
18
）

【
Ⅲ
、
そ
の
他
】

①
「
震
災
30
年
の
集
い
」
書
籍
普
及

【
Ⅳ
．
報
告
】

①
市
民
講
演
会
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
状
と

今
後
の
展
望
」
（
２
・
21
）

な
ど

世
話
人
会
だ
よ
り

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜
日
で
す
。

次
回
は
３
月
27
日
（
金
）
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

に
は
絶
望
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
希
望
が
あ
る
、

そ
の
こ
と
を
、
身
を
も
っ
て
教
え
た
い
と
い
う

熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
た
。
す
ば
ら
し
い
講
演
会

だ
っ
た
。

【
西
宮
市

半
田

伸
夫
】

丸山美和さんが報告と通訳

を行った

ウカシュ・ヴァントゥフさん
が今のウクライナの状況につ
いて講演

ウクライナから日本に避難
しているパブリー・ボグダ
ンさんもフロアから発言した

終了後は軽食を囲みながら講師と参加者による意見交換会も開催。「本当の勝利と
は何か」など、ウクライナの現状について参加者同士で率直な意見が交わされた

ウクライナの子どもたちの作品や絵画などが販売・展
示された



2

（2）2026年3月25日 （毎月3回5・15・25日発行） 兵庫保険医新聞 （昭和43年6月12日第三種郵便物認可 年間購読料 12，000円）号外

第
19
回

被
災
地
交
流
／
物
品
・
物
産
展

震
災
と
平
和
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

の
暮
ら
し
な
ど
パ
ネ
ル
の
展
示
も
行
い
、
参
加

者
に
買
い
物
を
楽
し
み
な
が
ら
震
災
の
経
験
や

協
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
機

会
と
し
た
。

当
日
は
「
か
け
あ
し
の
会
」
か
ら
新
鮮
な
玉

ね
ぎ
の
販
売
や
、
蒸
し
牡
蠣
の
実
演
販
売
も
行

わ
れ
、
参
加
者
は
牡
蠣
の
大
き
さ
に
驚
き
な
が

ら
舌
鼓
を
打
っ
た
。

能
登
半
島
地
震
被
災
地
か
ら
は
、
能
登
町
で

被
災
し
た
市
民
ら
が
能
登
町
・
三
波
公
民
館
に

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
３
月
14
日
（
土
）
、

西
宮
市
の
広
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
林
医
院

の
２
箇
所
で
第
19
回
被
災
地
交
流
／
物
品
・

物
産
展
を
開
催
。
気
仙
沼
に
本
拠
地
を
お
く

「
か
け
あ
し
の
会
」
に
よ
る
東
北
の
物
産
販

売
に
く
わ
え
、
一
昨
年
の
能
登
半
島
地
震
被

災
地
や
、
戦
時
下
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
物
品
・
作
品
を
販
売
し
た
。
ま
た
、

協
会
の
行
っ
て
い
る
被
災
地
訪
問
・
線
量
測

定
の
記
録
、
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
、
パ
レ

ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
に
居
住
す
る
戦
災
被
災

者
の
日
記
や
、
日
本
に
住
む
ク
ル
ド
人
の
方
々

診療報酬改定研究会にご参加を

http://www.hhk.jp/kaitei2026/

他会場での研究会日程や診療報

酬改定関係の情報は協会ＨＰか

らもご確認いただけます。

診療報酬改定研究会（医科・入院外）

日 時 2026年４月９日（木）14時00分～16時00分
会 場 西宮市プレラホール（阪急西宮北口駅徒歩３分）

講 師 岩下内科クリニック 岩下 敬正 先生
川﨑医院 川﨑 史寛 先生
中島クリニック 中島 敏雄 先生

西宮会場

2026年度の点数改定にあたり、県内各地で診療報酬

改定研究会を開催します。研究会は各会場２時間程度

予定。別途送付の案内ハガキ（３月中旬発送）と引き

換えに会場で研究会資料（医科『点数表改定のポイン

ト』、歯科『2026年改定の要点と解説』）を１部無料

でお渡しします。案内ハガキを忘れずに持参ください。

追加は１部医科2,000円、歯科1,000円です。同書籍は

各医療機関に別途１部無料で郵送もいたします。

「
日
本
の
青
空
」
映
画
上
映
会

日
本
国
憲
法
制
定
の
経
緯
を
学
ぶ

西
宮･

芦
屋
支
部
は
２
月
28
日
（
土
）
、

２
０
０
７
年
に
制
作
さ
れ
た
映
画
「
日

本
の
青
空
」
の
上
映
会
を
協
会
会
議
室

で
開
催
し
た
。

参
加
し
た
林
田
英
隆
先
生
の
感
想
を

紹
介
す
る
。

自
民
党
は
「
新
憲
法
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
起

案
し
た
も
の
で
、
押
し
付
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
た
め
、
わ
が
国
独
自
の
憲
法

に
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
国
民
を

洗
脳
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
時
代

環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
改
正
が
必
要

だ
と
主
張
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
高

市
政
権
の
政
策
の
中
に
も
、
国
民
を
二

分
す
る
「
憲
法
改
正
」
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

今
回
上
映
さ
れ
た
『
日
本
の
青
空
』

を
観
て
、
日
本
国
憲
法
は
在
野
の
憲
法

学
者
で
あ
る
鈴
木
安
蔵
ら
の
草
案
を
Ｇ

Ｈ
Ｑ
が
参
考
に
し
て
作
り
上
げ
た
世
界

に
誇
れ
る
憲
法
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
戦
後
当
時
の
内
閣
府
が
つ
く
っ

た
新
憲
法
の
草
案
は
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」

に
違
反
し
た
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
も

こ
の
映
画
で
知
り
ま
し
た
。
今
こ
そ

国
民
に
こ
の
映
画
を
是
非
観
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
な
が
ら
帰
宅
し
ま

し
た
。

【
西
宮
市
・
林
田

英
隆
】

※
当
作
品
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
西
宮
・
芦
屋
支
部
で
は
来
年
度

以
降
、
一
般
市
民
向
け
の
上
映
会
も
開

催
予
定
。

集
ま
り
、
使
わ
な
く
な
っ
た
漁
網
を
手
編
み
し
た

サ
コ
ッ
シ
ュ
を
販
売
。

ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
は
、
ド
ネ
ツ
ク
州
出

身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
絵
画
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に

加
え
、
現
地
で
発
行
さ
れ
て
い
る
記
念
切
手
・
ポ

ス
ト
カ
ー
ド
や
、
木
工
作
品
、
調
味
料
な
ど
の
名

産
品
も
販
売
さ
れ
た
。

両
医
院
と
も
に
多
数
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
、

参
加
者
か
ら
は
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年
と
知

り
、
も
う
そ
ん
な
に
経
つ
の
か
と
驚
い
た
」
「
め

ざ
ま
し
く
復
興
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
盛
ん
に
報

じ
ら
れ
て
い
る
が
、
原
発
事
故
が
今
も
収
束
し
て

い
な
い
こ
と
な
ど
も
っ
と
知
ら
れ
る
べ
き
だ
と
思

う
」
な
ど
の
思
い
が
語
ら
れ
た
。

林医院の会場にも地域の市
民が多数参加した（写真上）

物産品を購入された林先生
（写真右）

広川内科クリニックの院内では、被災地訪問の記録、パ
レスチナ・ガザの記録、クルド人の暮らしに関するパネ
ルなど多数の展示も行った

かけあしの会からは定番の物産品に加え、新鮮な玉
ねぎの販売や、蒸し牡蠣の実演販売なども行われ、
会場には多数の市民が訪れた

憲法の原点とは何かを語る映画「日本の

青空」が大好評で上映された


